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畜産
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　本県の畜産業は、横浜港開港時の外国人を対象にした生産から始まり、150年以上の長い歴史がありま
す。近年では都市化の進展に伴い戸数・頭数とも減少していますが、環境保全の推進により都市との調和を
図る取組や、県産畜産物の知名度向上・販路拡大への取組等により、経営体質の強化を進めています。
　また、都市の中で行う畜産業として、農場見学の受入れや出前授業など、命や食を大切にする心を育てる
「食育」機能や、未利用資源を餌として利用し、堆肥を供給する「資源循環」機能など、様々な役割を担って
います。

　109万人分に相当する新鮮でおいしい牛乳を
生産しています。
　一部の生産者は、アイスクリームなどの乳製品
の加工販売にも取り組んでいます。

　餌などに工夫をして新鮮でおいしい牛肉を生産
しており、他の畜産物に比べ生産量は少ないものの、
ブランド化を図る生産者や、レストランや直売所を
経営する生産者も増えています。

　家畜の健康を守り、安全・安心な畜産物を提
供するため、家畜の伝染病検査や飼養衛生管
理基準のチェック等による伝染病の発生予防に
取り組んでいます。また、高病原性鳥インフルエ
ンザや口蹄疫等の重要疾病発生に備えた防疫
演習を開催する等、畜産の危機管理対策にも
取り組んでいます。

「家畜防疫」への取組について

検査の様子 高病原性鳥インフルエンザ防疫訓練
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